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図■「わたしたちの町　しみず」
・発行 ：大阪市清水小学校
　　　（昭和 58年 (1983) ３月）
・編集：同校　社会科研究部
・表紙写真は昭和 58年当時の校舎

この書冊は、清水小学校を中心とし
て調査、研究され、47 ページにわ
たって記載された地域史です。

左側の写真左上に正門が写っている。

写真■現在の清水小学校

写真■旧清水小学校　卒業記念帖

年表■編集：北清水地車囃子保存会（滝見佳郎）

写真■旧清水小学校（現、旭さくら苑）
（写真：旧清水小学校卒業記念帖より） 
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暦

郡成東國津摂
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区成東市阪大
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区旭市阪大
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く
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文
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沿
い
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量

明
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4
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七
一

廃
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置
県
。
現
大
阪
府
発
足
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治

5
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八
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二

東
成
郡
が
三
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に
分
け
ら
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、
馬
場
村
は
第
三
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に
属
す

明
治

6

一
八
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三

千
林
小
学
校
創
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（
清
水
、
古
市
小
学
校
の
前
身
）

明
治
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八
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五

淀
川
左
岸
決
壊
し
、
大
洪
水
起
こ
る

明
治
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八
八
九
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制
町
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制
施
行
。
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村
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生
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場
、
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ノ
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が
合
併
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。
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清
水
小
学
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清
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整
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一
四
年
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昭
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一
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三
一

京
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高
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成
区
か
ら
分
区
・
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一
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一
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三
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中
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争
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四
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平
洋
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争
に
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和
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四
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旭
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西
部
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城
東
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、
都
島
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に
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昭
和

23

一
九
四
八

旭
第
三
中
学
校
（
旭
東
中
学
校
）
開
校

昭
和

41

一
九
六
六

北
清
水
地
車
囃
子
保
存
会
発
足

昭
和

46

一
九
七
一

住
居
表
示
実
施

昭
和

56

一
九
八
一

北
清
水
公
民
館
建
て
替
え

平
成

18

二
〇
〇
六

地
下
鉄
今
里
筋
線
開
通
。
清
水
駅
設
置

【
清
水
編
】

【
清
水
編
】

清水小学校

　この本は、清水小学校創立

六十周年に当たって、学校や町

の様子を少しでも多く知って頂

き、また、社会科の学習に役立

てて頂きたいと願い編集したも

のです。

　清水小学校は、その母胎となっ

た千林尋常高等小学校から数え

ると百周年という長い歴史に支

えられてきました。学校も移転

を重ねる間、貴重な資料・記録

が少なくなり、編集するに当たっ

て、地域の方々より写真などの

資料を提供して頂きました。あ

つく御礼申し上げます。まだま

だ不十分な所もあり、おぎなっ

ていかなければと考えています。

提供頂ける資料などを集積し、

次回の編集には、よりよい本に

していきたいと願っています。

　終わりになりましたが、この

本を書くにあたり、いろいろと

ご協力くださった方々にたいし

て、心よりお礼を申し上げます。

　母校は千林尋常高等学校小学校、明治６年 (1873) 創設。昭和 26年 (1951)

に現在の場所に移転しました。

清水小学校の変遷

北清水町関連年表

昭和 25 年 (1950) の卒業記念アルバム

わたしたちの町　しみず　

清水小学校南側に水路があった

明治６年 (1873) に、本校のもとになる学校が作られまし

た。そのころ千林村と呼ばれたところにありました。今

の千林商店街の三和銀行（当時）の向かい側辺りにあっ

たようです。40 数年間、学校として親しまれました。初

めの頃は、小学校は４年間だけで、卒業したあと、２年

間の高等科へ行く人もいました。皆さんのおじいさんや

おばあさんの中には、この学校で勉強された方がおられ

るかもしれませんね。

大正 11 年 (1922)、清水小学校が創立されました。しば

らくの間、千林の小学校の校舎を使っていましたが、12

月 10 日に、今の清水会館の所に新しい校舎が建てられ、

清水村の小学校となりました。大正 14 年 (1925) に、大

阪市の東成区となり、大阪市立清水小学校となりました。

30 数年間、清水会館の所が学校として親しまれてきまし

た。

昭和に入って、新森地区に家が多くなり児童数も増えま

した。教室が足りなくなり、昭和 13 年 (1938) には清水

中公園の所に「仮校舎」が作られ、24 年 (1949) まで使

われました。

戦争も終わり、学校もはじまりましたが、増え続けた児

童数に教室が足りなくなり、24 年 (1949) になると清水南

小学校が分かれて、新森小路小学校がうまれました。や

がて、26 年 (1951) になると、広い校地を求めて、現在

の所へ移転が始まりました。しばらくの間は、清水会館

と両方使われていましたが、本校がこちらへ移り、清水

会館の所は、廃止されました。

戦争後の混乱から、社会がようやく立ち直り始めた

頃、清水小学校は現在の場所に移りました。（昭和 26 年

(1951)）

北清水町は八幡大神宮の旧町名です。北清水地車
囃子保存会は 43年の歴史があります。

旧淀川筋大字上ノ辻字伊勢地の下
したつき

付樋門より引水し大字馬場字

中久保に於て大字上ノ辻・貝脇・別所を經、榎本村に入る。世

人比處を分
ぶんせき

関という。延長、二十二町三十五間、幅二間。清

水村水路の本流なるを以て農通ひ、肥屋船等の交通繁く、田

百三十八丁八反の用水に使用す。毎年夏村民井路の浚渫を行ふ。


